


事業概要

航空科学技術によって、人と環境に優しい

持続可能な航空利用社会の実現に貢献します

航空技術部門は、航空輸送、航空利用拡大、航空産業の各分野に設定した以下の将来像を目指して、3つの研究開発
プログラムを推進するとともに、その活動を横通しに航空システム研究と基礎的•基盤的技術研究で支えることで、我が国
の方針や社会ニ ー ズに応えるプロジェクトを持続的に生み出します。

●環境負荷の小さい高速輸送で世界をつなぐ

●日常も災害時も誰にでも航空機の恩恵を

●循環型のデジタル化した航空産業で世界をリ ー ド

研究開発領域 事業推進部

［安全と利用の研究開発プログラム］

- Lユm．置

［航空機ライフサイクルのデジタル化
研究開発プログラム ］ 

コアエンジン技術、
航空エンジンロバスト遅用技術

革新低抵抗・軽量化機体技術
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電動ハイブリッド推進技術／
水素電動エンジン技術

旅客機低騒音化技術

静粛超音速機技術
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航空宇宙機への水素燃料適用技術
【燃焼器·複合材タンクなど】

航
空
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気象影響防御技術

多種多様運航統合技術

運航制約緩和技術

培った
自律化技術を

旅客機にも適用

自律化要素技術

航空機ライフサイクルDX技術

［研究開発体制］

航空技術部門は、技術の芽出しから社会実装まで一貫して行う体制を構築するため、2021年1 1月1日に組織改正を行い
ました。オ ープンイノベ ー ションを通じ新たな価値を社会に提供するイノベ ー ションハブの活動を部門全体に拡大し、その
活動を3つの研究ユニットで横通しに支えます。
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航空システム研究ユニット

基盤技術研究ユニット

航空システムの研究
設備技術研究ユニット

基礎的・基盤的技術の研究

関連する SDGs 
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拠点案内

●調布航空宇宙センター

●調布航空宇宙センター飛行場分室

●名古屋空港飛行研究拠点

〒182-8522東京都調布市深大寺東町7-44-1

〒181-0015東京都三鷹市大沢6-13-1 

〒480-0201愛知県西春日井郡豊山町大字青山字乗房4520- 4





航空機事故を防ぎ、安全•安心な航空輸送を将来にわたって続けていくためには、航空機運航の絶え間ない安全性向上が
不可欠です。また、無人機物流やオンデマンド旅客輸送による効率性 ・ 利便性向上に加え、持続可能で強靱な社会に向け、
自然災害対応や危機管理、空中プラットフオ ー ム（通信•観測など）インフラなど、餓空の利用拡大への期待が高まっています。

本プログラムでは、航空機運航の安全性・効率性向上や航空利用拡大に資する研究開発を推進します。

●航空機事故の最大要因である特殊気象（雪氷、雷、乱気流、火山灰など）の検知 ・ 予測 ・ 防御を行う気象影響防御技術

●高度な航空気象情報に基づいて意思決定支援を行う運航制約緩和技術

●災害·危機管理対応システム（D-NET)の拡張による、有人 ・ 無人機の混在運航やeVTOL機（空飛ぶクルマ）を含む
マルチェアモビリティの高密度運航を実現する多種 ・ 多様運航統合技術

気象影響防御技術

多種多様運航統合技術
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［安全と利用の研究開発プログラム］

日常も非常時も誰にでも航空機を

身近なものにします

eVTOL高密度運航管理技術
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［航空機ライフサイクルのデジタル化研究開発プログラム］

我が国の航空機産業の国際競争力を強化しつつ、持続可能な航空産業への転換を図っていくには、航空機の設計から 
廃棄に至るライフサイクル全体をDX(Digital Transformation)により効率化、高速化していくことが必須です。

本プログラムでは、JAXAの強みである数値シミュレ ーションを中心とする解析技術や試験·計測技術を活かし、設計・認証・
生産·運用·保守・廃棄・リサイクルという航空機のライフサイクル全体を対象としたデジタル化に取り組みます。

●多分野を統合した高速 ・ 効率的なデジタル統合設計技術

●設計や認証に必要な試験を代替するデジタルフライト技術

●材料や構造の試験を代替するデジタルテスティング技術

●量産前試作を代替するデジタルプロトタイピング技術

また、空飛ぶクルマの出発から到着まで、人間が介在しない安全な自律運航の実現に向けた、自律化要素技術の研究開発
にも取り組んでいます。

航空機ライフサイクルデジタル化
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航空機ライフサイクル全体の

デジタル化を目指します

デジタル
スレッド

生産
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